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1.　SCALEとは
SCALEは、その結果をもとに試行錯誤することを通して、自分の強みを活かした活躍場面を見つけたり、自らを成長させる
上での課題を明確にするためのツールです。診断結果を有効に活かすためにも、まずは、SCALEが何を診断しているのかを
考えてみましょう。

自分の強みを活かそう

人は自らの価値観に基づいて考え、行動します。従って、価値観が曖昧な状態の時には、判断に躊躇したり、
漠然とした行動になったりしてしまい、結果として成果を生み出すことができないことが多くなります。反対に、
自らの価値観が明確になれば、考え方や行動の根拠が明らかになり、成果を生み出しやすい状況を作り出すこと
ができます。
SCALEでは、人間の根元的な特性を25種類に分類し、それぞれの特性の強さを診断、自分自身の価値観を
客観的に分析します。それぞれの価値観には、仕事や勉学はもちろん、生活する上で、「強み」となる側面がある
ので、それらを把握し、意識的にコントロールすることで、自分らしさを反映した高い成果を生み出すことがで
きるでしょう。
SCALE の診断結果に表れる25の特性の強弱は、あなたのスキルを表すものではありません。あくまでも、
あなたの価値観、つまり意識的に大切にしているものやこだわりを持っているものが何であるのかを診断してい
ます。例えば、「社交性」のスコアが高いからといって、実際に多くの知人と良い関係を築くことができるとは限
りません。但し、「より多くの人々と接したい」と考えて行動していれば、実際に幅広い交友関係を築くことがで
きる可能性が高くなるので、それを「強み」として活かし、自らを成長させていくことが大切です。

�

�

�

�

�

価値観は変わるもの

価値観は、行動や態度、発言と比べれば強固で、長期にわたって変化しにくいものですが、絶対に変わらない
というようなものではありません。
そもそも、価値観は持って生まれた資質ではなく、その人の経験や体験、育ってきた文化や時代性、教育など
の影響を受け、後天的に形成されたものです。そして、価値観が形成されることによって、私達は迷うことなく
決断し、行動することができます。このような価値観に基づく行動は、自分の中に新たな価値観を生み出します。
私達の価値観は、様々な経験を重ねることによって少しずつ変わっていくものなのです。
まずは、SCALEのアセスメントシートを元に、現在の自分の価値観や強みを分析・認識し、強みを活かした
活動を実践することから始めてみましょう。その経験があなたの新たな価値観を形成し、あなたを成長させるこ
とでしょう。
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2.　SCALEの活用場面
SCALEで自分が大事にしている価値観を知ることは、自分を客観的に理解するだけでなく、何かに取り組む際の目標設定や、
長期的なキャリアデザインを考える上でも大いに役立ちます。それぞれの場面でのSCALEの活用法は次の通りです。

入学・入社時の目標設定

大学に入学したり、新社会人になったりした時は、今までと違う新たな環境になるが故に、具体的な目標を立
てにくく、目先のことで精一杯になってしまうものです。しかし、大きく環境が変わる時こそ、自分自身の強み
を活かして自分らしい自分を創っていくチャンスです。次のような観点でSCALEのアセスメントを活用してみ
ましょう。
①スコアが高い特性の中から、特に自分が大切にしたい特性を決めましょう。
②これまで過ごしてきた環境の中で、その特性を十分に活かすことができたか振り返ってみましょう。
③新しい環境の中で、その特性を活かして活躍している自分をイメージしてみましょう。
�例えば、「好奇心」であれば、『大学や企業内の環境やルールなどを「なぜ？」という視点で観察し、納得がい
かないことや解らないことを先輩に質問する』といった行動をイメージし、目標を具体化します。

自己のキャリアデザイン

夢を創り、実現していくためには、長期的な視点で将来の仕事や生活を考えることが重要ですが、5年後、10
年後、あるいはそれ以上の将来について具体的に考えている人はそれほど多くはないでしょう。確かに、誰でも
未来についての知識は乏しい上に、不確定な要因があまりにも多いので、将来を具体的に決めることは困難です。
実際、今、将来の職業を明確にしたとしても、時間が経てば別の職業を目指しているかもしれません。しかし、「大
切にしている価値」から将来を考えていけば、本質的な部分は変わらない将来設計ができるはずです。例えば、「小
学校教諭」を目指している人が「社交性」、「親密性」、「学び・知識」を大切にしていたとしたら、「多くの人と出
会い、関係を深め、ともに学ぶ」ことを軸に将来を考えていけば、「塾の講師」や「イベントプランナー」などに
就いても活躍が期待できます。本質的に大切にしていきたいものを発見する上で、SCALEは大いに役立つでしょ
う。

チームビルディング

チームとは、メンバーが相互に協力し合いながら、同じ目的・目標を共有して成果を上げるための組織です。
仲が良く、気の合う友達同士の集団とは異なり、価値観が違うメンバーも多くいるはずです。異なる価値観を持っ
た人々の集合であるからこそ、チームで協力することで高い成果を上げることができるといえます。そのために
は、メンバー間の相互理解が重要です。まずは、14ページの相互理解のワークを実践してみましょう。

就活などにおける自己分析

就職活動のためだけでなく、仕事でも生活でも、自己理解を深めることは大切なことです。自己分析といえば、
自分の過去を振り返り、様々なエピソードを元に自分らしさを見いだしていくプロセスが一般的です。しかし、「自
分自身が認識している自分」と「他者が認識している自分」には乖離があるものです。特に就職活動において評
価されるのは、自分に対する他者の評価です。他者が自分をどのように見ているのかを知ることは簡単ではあり
ませんが、SCALEはそのヒントになります。SCALEのアセスメントは、3万人以上のデータを元にした相対
的な評価による結果です。アセスメントを見た時に、自己認識とは違うと思う部分があるかもしれません。その
ような特性については、親しい人にどう思うか相談してみましょう。自己認識とは異なる新たな自分を発見でき
るかもしれません。
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3.　SCALEアセスメントシートの見方
SCALEの診断結果は、2枚のアセスメントシートで提供されます。まずは、アセスメントシートを項目毎に確認し、あなた
が現在大切にしている価値観や強みを把握しましょう。

①特性スコア
　�25の特性に対する意識の強弱がレーダーチャートで示されます。
　�SCALE は、あなたのスキルの有無を診断するものではなく、何を重
視しているか、といった価値観や意識の持ち方を診断するツールです。
従って、あなたが重視している価値観や、日頃から意識している特性
は、スコアが高くなり、あまり関心を持っていない場合は低くなりま
す。また、人によってはレーダーチャートが全体的に大きくなったり、
小さくなったりしますが、全体の大きさを見るのではなく、25の特
性の平均を基準に、相対的に各特性の強弱を読みとってください。
　�（回答する際に、直感的に答えず、考えすぎてしまった場合もスコアが
低くなる傾向があります。特性の強弱が無く、レーダーチャートが正
円に近くなっている場合は再受診をお勧めします。）

②あなたが大切にしている価値
　�あなたが強く意識している特性の上位5項目から分析された、あなた
の価値観が示されます。
　�自分の価値観を強みとして活かすためのアドバイスとして捉え、具体
的な行動に結びつけてください。

①

②

Q1）レーダーチャートは丸い方がいい？

凸凹が激しいレーダーチャートを見ると、凹んでいる部分が欠点に見え、そこを伸ばして正円に近い形にし
ようと考えてしまいがちですが、SCALEのスコアはスキルではないので、凹んでいる部分を伸ばす必要はあ
りません。
むしろ、凹凸が激しい方が自分の強みがわかりやすく、自分が活躍の場もつくりやすいといえます。凹んで
いる部分を伸ばそうとするよりも、飛び出ている特性を更に強めるような考動（考えて行動すること）を心が
けることをおすすめします。そのような考動はあなたを生き生きとさせ、ますます輝くことでしょう。
もちろん、凹んでいる特性の中で、自分自身が意欲を持って伸ばしたいと思うことについては、是非伸ばし
てください。

Q2）自分の認識とアセスメントの結果が違うのですが・・・

考え方や価値観は、自分が育ってきた環境や周囲の人々との関係の中で形成されてきます。多くの場合、気
の合う友達とより多くの時間を共有し、そうではない人とはできるだけ距離を置こうとするものです。例えば、
責任感が強い仲間の中では、相対的に自分の責任感は低いように思えるかもしれませんが、全体の中では十分
に責任感が強いかもしれません。SCALEの結果は、3万人以上のデータから相対的な分析によって導き出さ
れた結果です。つまり、他者との比較によってあなたのスコアが決められているので、あなたの絶対的な自己
認識とは異なる場合もあり得ます。どちらが正しいという訳ではありませんから、アセスメントの中から自分
が信頼できると思える部分を利用して活かしてください。

SCALE Q&A SCALEを活かすヒント
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③特性詳細
　各特性毎のスコアと、特性の解説です。
　�「向上心」〜「社交性」は外向的特性、「自我・自尊」〜「対物志向」
は内向的特性に分類されます。

④類型スコア
　各特性から以下の類型を診断します。

　外向性	 �他者や周囲の環境に向かっている心的エネルギーの強
さを示します。

　主体的行動力	 主体的、且つ積極的に行動しようとする力です。

　対人志向	 人を対象にした活動を求める傾向です。

　内向性	 �自分の内面に向かっている心的エネルギーの強さを示
します。

　内的自己意識	 �自分自身を深く見つめ、自我を形成しようとする意識
です。

　モラリティ	 �規範や道徳を重んじる傾向です。他者からの信頼を得
るために重要な要素です。

③

④

Q3）外向性と内向性はどちらがいい？

一般的には、外向性と内向性のバランスがとれている方が望ましいといえます。グラフの斜線がバランスが
とれている位置で、点の位置が斜線から離れているほど偏りがあることを意味しています。しかし、偏ってい
ることは悪いことではありません。
外向性が高い人は元気で明るく、他者と一緒になって活動することが好きです。一方、内向性が高い人は、
大人しく、一人でじっくりと考えることが好きです。一概にどちらが良いということはなく、それぞれの利点
と欠点を理解していることが大切です。
外向性が高い人は陽気な上に相手に合わせることができるので、一緒にいると楽しい人だといえますが、深
い悩みを持っている人にとっては避けたい人物かもしれません。内向性が高い人は、自分の事も他人の事も深
く考える傾向があるので、悩んでいる人の相談に親身になって答えようとします。
チームの中では、外向性が高い人と内向性が高い人が協力しあってお互いの良いところを発揮できると良い
ですね。

Q4）SCALEの結果は変わりますか？

SCALE は、価値観や意識の持ち方を診断しているので、短期的にはあまり変化することはないでしょう。
しかし、様々な経験を重ねていけば、価値観や考え方は次第に変化していきます。充実した活動をしていれば、
1年で大きく変化することもあり得ます。�
1年後、あるいは、何か大きなチャレンジをした後などに改めてSCALEを受診してみてください。

SCALE Q&A SCALEを活かすヒント
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4.	「強み」を発見しよう
あなたが大切にしている価値観は、あなたの「強み」として活かすことができます。価値観を「強み」として活かすために、
次の点に注意しましょう。

「強み」を「強み」として活かすために

SCALEのアセスメントシートでは、上位5項目の特性を「強み」として活かすためのアドバイスが掲載され
ていますが、自分の価値観が常に「強み」として活きるとは限りません。物事は常に表裏一体であり、自分が強
く意識していることが「強み」として効果的に活きる場合もあれば、成果を生み出したり、自らを成長させる上
で阻害要因となる場合もあります。
例えば、「向上心」が高ければ、自らを成長させようとする意識によって、積極的な行動を生み出すという点で
強みになりますが、意識が強すぎる場合は、自らの成長が期待できないと判断すると、急激に消極的になること
が考えられます。その結果、自分の可能性を自ら狭めてしまうことが危惧されます。
つまり、価値観に基づく「強み」は、同時に「弱み」にも成り得るわけです。「強み」を真の「強み」として活
かすためには、価値観のなかに秘められたマイナス要因についても理解しておく必要があります。

5.	 外向性と内向性
SCALEの 2枚目のアセスメントシートには、外向性と内向性の強さがグラフで表示されます。外向性と内向性とは、どのよ
うな特性であるのか理解しましょう。

外向性と内向性の意味

外向性は、心的なエネルギーが他者や周囲の環境などの外面に向かうことを示し、内向性は、心的エネルギー
が自分の内面に向かっていることを示します。例えば、他人の行動を見て、その人がどのような気持ちであるか
を考える時、内向性が強い人は、自らの経験や知識を元に自分ならどうするかといった考察を通して、相手の気
持ちを推測しようとします。一方、外向性が強い人は、推測するよりも先に相手に質問を投げかけ、気持ちを理
解しようとします。
人は誰でも、外向性と内向性の両面を持っていますが、その強さに違いが生じることがあります。SCALEでは、
このような外向性と内向性の偏りをグラフで示しています。

外向性と内向性の見方と活用

人は社会の中で生きており、その存在は、他者との関係によって成立します。自分と向き合って自らを考える
と同時に、他者を理解することも必要になります。従って、一般的には、外向性と内向性のバランスがとれてい
る状態が望ましいといえます。但し、場合によっては、外向性と内向性に偏りがあることが良い結果を生むこと
もあります。例えば、人とコミュニケーションをとりながら意見の調整をしたり、皆で協力して成果を上げる仕
事をする場合には、外向性が強い方がうまくいきやすいといえます。反対に、内向性が強い人は、人に対して、
本人も気付いていないような深い心の中まで察知し、助言することができるでしょう。こうした特性を活かすこ
とができる仕事も数多くあります。
まず、自分がどうあるべきか、どのようになりたいのかを明確にし、その時に外向性と内向性がどのようなバ
ランスになっているのが良いのかを考えましょう。
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6.　25の特性
SCALEの 25の特性は、それぞれ自分の強みとして活かすことができます。それぞれの特性の活かし方を確認し、自分自身
の成長に役立ててください。

向上心	 �向上心は、人が成長していくために最も必要な資質です。「もっと良くしたい、良くなりたい」といった気持ちは、
あなたの行動の原動力であり、それによってあなた自身の著しい成長を持続することができます。どんな仕事
にも、考え方一つでやり甲斐があるものですが、あなたは、そうした仕事のやり甲斐をすぐに見つけ、努力す
ることができます。また、一緒に活動する仲間に対する影響力も強く、チーム全体にエネルギーを与えること
ができます。

行動・実行力	 �思いついたらすぐに実行するあなたの行動力は大きな武器です。時には誤解や勘違いをすることもあるかも知
れませんが、行動しなければ何も起こりません。あなたはその事を経験的に知っていて、失敗を恐れずに行動
することができます。実践の中で学ぶことほど強いものは無く、何よりも、大切な事は実践を通してしか得ら
れないことが多いのです。しかし、深く考えることなく行動に移ると、失敗も多くなります。失敗を繰り返さ
ないような工夫もしましょう。

競争	 �競争心は、モチベーションを著しく高め、急速な進歩を生み出します。あなたは、「他の人に負けたくない」と
いう気持ちが原動力となって、短期間で知識や技術を習得したり、高い成果を得ることができます。例え、競
争に負けたときにも、その悔しさをバネに努力することができます。良きライバルが存在すれば、あなたのエ
ネルギーは更に高まり、より高い成果を生み出すことができるでしょう。但し、競争心だけではモチベーショ
ンを長期間維持することはできません。活動の意義や価値（=軸）をしっかりと持つことも大切です。

革新・変化	 �あなたは、平穏で安定した生き方よりも、変化に富んだ刺激的な生き方を好みます。皆が当たり前だと考えて
いる既存の概念に対しても、あなたは疑問を投げかけるでしょう。このような革新的な考え方が、新しい価値
を生み出します。現状に満足してしまうことなく、積極的に新しい事に挑戦しようとする姿勢は、激しく変化
する現代社会の中で大きなアドバンテージになるでしょう。

柔軟・適応	 �あなたは、周囲の人々や環境が大きく変わった時にも、状況をすばやく把握し、短期間のうちに馴染むことが
できます。あなたには鋭い観察力があり、相手に合わせて自分をコントロールすることができます。時には優
柔不断に見えるかも知れませんが、誰とでも、どんな状況に置かれた場合でも一定の成果を生み出すことがで
きることは大きな強みになるでしょう。但し、あらゆることを柔軟に受け入れ、対処できることが弱点になる
場合もあります。特に、大きな目標を達成しようとする場合には、こだわりを持って取り組む姿勢が大切です。

創造	 �あなたは、新しいものを作ったり、斬新なアイデアを生み出すことが得意です。常識に囚われずに新しい価値
を生み出そうとする資質を得ていることは、強力な武器になるはずです。創造性はいくつもの能力と資質が結
びついた複雑な思考回路によって生まれます。そのため、他者はあなたを理解することができずに、神秘的に
さえ感じることもあるでしょう。周囲の人と良い関係を築き、創造力を最大限に発揮できる仕事や環境を作り
出しましょう。

好奇心	 �あなたの好奇心は、あなたに様々な知識と経験を提供し続けます。自分では、いろいろな事が気になって、そ
れを確かめたいだけだと思っているかもしれませんが、そこで得られる知識や経験は簡単に得られるものでは
ありません。しかし、好奇心の高い人は、知識と経験を整理して蓄積することよりも、次の興味に向かうこと
を優先する傾向があります。貴重な体験を他のことに応用したり、他の人に伝えることがあなたの本当の強み
になります。
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学び・知識	 �あなたは、学ぶことが大好きです。何かの必要に迫られて学ぶのではなく、知識を得ること自体に喜びを感じ
るのです。それは、単に物知りであるというだけでなく、深い理解力や鋭い洞察力を築きます。幅広い知識を
自身に入力し続けることも大切ですが、必要な場面で必要な知識を出力された時にこそ、その資質が最大限に
活きてきます。実践経験の中で知識を使うことで、本当の意味で知識が自分のものになるのです。

社会的評価	 �あなたは、周囲の期待に応えられるように最大限の努力を惜しみません。自分自身の役割や使命を捉え、時に
は他の人に献身的に尽くすこともあるでしょう。他の人に認めてもらいたいという気持ちは、あなたの行動の
原動力になっており、それによってあなた自身も成長していきます。自分を高く評価してくれる人と活動を共
にすることで、あなたの力は一層強いものになるでしょう。

調和・共生・協調	 �あなたは、自分の主義主張を押し通すことよりも、周囲の人々の幸せや集団の調和を大切にします。意見が
異なる人々の中では、お互いの共通点を見つけだし、皆が納得し、賛同できるように調整しようとします。チー
ムを指揮し、牽引するリーダーには向いていないかもしれませんが、あなたの存在はチームの中で欠かせま
せん。あなたの関わりによって、集団にはチームワークが生まれ、全員が同じ方向に動こうとするでしょう。

親密性	 �あなたは、多くの友人を作ることよりも、親しい人との関係をさらに深いものにしようとします。そうした親
しい人々と一緒に何かをすることがあなたの行動の原動力です。あなたと親友は、お互いに心を開いてどんな
ことでも相談しようとします。このような親友の存在は、お互いの心の支えになり、自信に繋がります。また、
そうした深い関係を築くために、相手をよく観察し、長所や短所を見抜いて、相手に適切なアドバイスをする
ことができます。

社交性	 �あなたは、できるだけ多くの人々と友達になりたいと考えています。広く寛大な心を持ち、初対面の人とでも
親しく接することができます。あなたにとって重要なのは、新しい関係を築くことです。ですから、一度、親
しくなると、その関係を深めようとするのではなく、さらに多くの友達を作ろうとします。その交流の幅広さ
があなたの強みです。また、誰とでもすぐに仲良くなれることは、仕事や社会生活の中でも大きなアドバンテー
ジになります。

自我・自尊	 �「必ずできる」という自信を持って物事に取り組むと、困難な事も成功に導くことができるものです。あなたは、
自分に対して自信を持っており、それによって困難に立ち向かうことができます。あなたの強い意志は、他人
の意見や考えに安易に流されることもありません。そのために、あなたが強く押し進めようとすることが周囲
に理解されないこともありますが、あなたの考えや行動が正しいことが分かると周囲の人々はあなたを強く信
頼することになるでしょう。

思慮・慎重	 �あなたは、物事を深く洞察し、自分自身が納得する結論を導き出すまでは実際の行動を起こしません。冷静沈
着に熟考されたあなたの判断が大きく誤っていることはあまりありません。物事には、急を要するものもあり
ますが、時間をかけてでも、誤りを絶対に防がなければならないものもあります。そうした場面で、あなたの
資質は重要な役割を担います。一方で、考えすぎて行動できないことが欠点になる場合もあります。行動しな
ければわからないことも多くありますから、過剰に考えすぎないように注意しましょう。

個性尊重	 �あなたは、一人ひとりの違いを認め、その個性を大切にしたいと考えています。自分自身の個性を大切にして
おり、他者を真似るのではなく、自分にしかできない事を見つけようと努力します。また、それぞれの人の「自
分らしさ」を鋭く観察して、個性を発見し、その人に合った接し方をすることができます。一人ひとりの良い
部分を見つけることができるあなたの強みは、個性が活かされた優れたチームを編成するような時にも役立つ
でしょう。

偏重・専門性	 �あなたは、自分の得意・不得意を強く意識し、得意な分野を極めようとします。人とは違うものを求めることは、
スペシャリストの素養ともいえるものです。専門性が高くなるほど、あなたのモチベーションは向上し、専門
的な技術や知識を一層高めることができるでしょう。あなたの独創的な考え方は汎用性に欠けるかもしれませ
んが、社会にどのように還元されるのかを踏まえた上で専門性を極めれば、真のプロとして欠かせない存在に
なることでしょう。
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バランス	 �あなたは、一つのことにこだわらず、広く全体を見渡そうとします。偏った考え方を好まず、いろいろな人の
意見を中立的な立場で聞くことができます。集団の中では、特に目立つ存在ではないかもしれませんが、全体
の意見をまとめたり、調整をしたりすることがうまく、チームにとって欠かせない存在です。時には、すべて
のことが中途半端に感じられることもあるかもしれませんが、「広く」と「深く」は両立することが可能です。
広い視野を持つことは、安定性を生み出すだけでなく、専門性を高めていく上でも強力な武器になります。

論理	 �あなたは、物事を分析的に見て、論理的に結論を導き出そうとします。常に、なぜそうなのか、目標を達成す
るためにはどのような方法をとればよいのかを自問します。こうした思考方法は、原因と結果や問題が明確に
なり、あなたを着実に成長させます。論理思考は、仕事をする上では不可欠ともいえる重要な思考法ですから、
あなたは大きなアドバンテージを得ているといえます。

感性・感覚	 �あなたは、物事を感覚的に捉えようとします。あなたの優れた感性によって、対象の全体像を把握し、すばや
く結論を導き出すことができます。この特性の強みは、判断のスピードにあります。また、陽気で、思いやり
があり、おおらかな性格であることから、周囲の人々から好かれることも強みのひとつです。但し、すべてを
感覚的に捉えてしまうと、失敗や問題を繰り返してしまうことがあります。失敗や問題に対しては、その原因
を探り、再発を防ぐために分析を行うことが必要です。

責任	 �あなたは、任されたことを必ずやり遂げようとする強い意志を持っています。万一、やり遂げられなかった時
には、その埋め合わせをしようと努力します。そのために、プレッシャーを感じることもあるでしょう。しかし、
その責任感によって、周囲の人の高い信頼を得ているのです。周囲の人は、あなたなら、重要な仕事を任せて
も良いと考えているはずです。

誠実	 �あなたは、正義感が強く、嘘をついたり、ごまかしたりすることを拒絶します。誠実さは、良い人間関係をも
たらします。規則やルールを重んじる余り、融通が利かない頑固さがありますが、表裏がないあなたは、親し
い仲間から厚い信頼を得ていることでしょう。特に、人格形成の途上にある子供達にとっては、あなたのよう
な誠実な人間の存在が不可欠です。

信念	 �あなたは、自分の人生の目標やポリシー、或いは自分自身のあるべき姿を明確にし、それに基づいて行動しよ
うとしています。あなたの行動には意義深い価値があり、安易に考えを変えることはしません。その揺るぎな
い一貫性のおかげで、あなたも、周囲の人も迷うことなく、目標の実現に向かうことができます。信念を持っ
ていることは、チームのリーダーとして不可欠な要素の一つであり、あなたはその資質を持っています。

規律・秩序	 �決められたことを確実にやり遂げることは、仕事の基本です。あなたは、確実な成果を上げるために、準備と
計画を重視し、決めたことを安易に変更することなく、着実に実行していきます。実際、仕事では準備段階で
成否のほとんどが決まると言われるだけに、あなたの緻密な計画性や秩序ある考え方は重要です。但し、何が
起こるか分からない状況でも、行動を起こさなければならないこともあります。場合によっては、柔軟に対処
することも必要でしょう。

信仰・運命	 �あなたは、自分の周りで起こる様々な出来事は、何か大きな力によって必然的にもたらされていると考えてい
ます。かと言って、自助努力や主体性を否定するのではありません。人間自身の力を重視しながらも、皆が共
存して幸せに生きていけることを大切にするのです。それによって、あなたは、周囲の人に普遍的な安心感を
与え、失望している人をも支えることができるのです。

対物志向	 �あなたは、物や機械を作ったり操作することに強い興味を抱いています。物や機械は、説明がつかないような
不確実性が少なく、極めて論理的であることが、あなたを惹きつける要因です。物に対して、自分がどのよう
に関わるかがすべてであって、他の要因に左右されることはほとんどないだけに、緻密さや持続力が求められ
ますが、あなたはそれを苦に感じず、物作りや改良、分析に没頭することができます。

活用の手引き
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7.　分析例
SCALEのアセスメントシートからは、様々な情報を読みとることができます。まずは、SCALEの分析例を確認し、自分の
アセスメントの活かし方の参考にしてください。

Aさんの分析

AさんのSCALEの診断結果を元に、Aさんの特徴や強みの活かし方を分析してみます。

①�行動・実行力を最大限に活かすために、結果を論理的に評価する
　�Aさんは、「行動・実行力」が高く、思いついたことはすぐに実行しようとするタイプです。さらに、「好奇心」
も高く、様々な対象に関心を示すことから、「行動・実行力」は一層強いものになっていると考えられます。机
上の知識よりも、実体験によって得られる事の方が貴重で価値の高い事が多く、その積極性が自分自身の成長
を加速させますが、その一方で、多くの失敗をする傾向があります。特に、Aさんの場合は、「思慮・慎重」や「論
理」が低いことから、考えるよりも先に行動したり、失敗の分析を怠って同じ失敗を繰り返したりすることが
多いかもしれません。「行動・実行力」を強みとして活かし、自分自身を成長させるためには、失敗したときに
原因を論理的に追究し、同じ失敗を繰り返さないように心がけていくことが必要でしょう。

②軸を持って行動する
　�「個性尊重」と「偏重・専門性」が高いことから、Aさんは、人と人との違いを許容し、それぞれの個性を大切
にすると同時に、自分自身の専門性を高めようとする傾向があります。「柔軟・適応」も高いので、相手と考え
方が大きく異なるような場合でも、それを認めることができます。チームの中では、リーダーをサポートし、チー
ムの雰囲気作りをする役割が合っています。許容力があり、「行動・実行力」、「社交性」が高いAさんがいると、
チームが明るく、元気になることでしょう。
　�但し、物事には、決して妥協できないことや、考え方の一貫性が大切になることもあります。「信念」や「規律・
秩序」が相対的に低いことからも、Aさんは一つのことに拘りを持って取り組むことが苦手かもしれません。
特に、何か大きなことをやり遂げるような場合には、考え方や行動に軸となるものが必要です。様々な考え方
を柔軟に受け入れることは、とても大切なことですが、これだけは変えることができないという一貫した「軸」
を持つことができれば、持ち前の「行動・実行力」が一層活きることでしょう。

行動・実行力

強み スコア

柔軟・適応

好奇心

個性尊重

偏重・専門性

93.9

81.2

86.3

82.5

81.2

1

5

2

3

4

大切にしている価値

外向性

内向性

67.0

51.1

外向性/内向性
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Bさんの分析

BさんのSCALEの診断結果を元に、Bさんの特徴や強みの活かし方を分析してみます。
�Bさんのレーダーチャートは、全体的に小さくなっています。レーダーチャート全体の大きさの違いは、回答し
た時の気力充実度や、回答のくせによることが多いので、その大きさに囚われずに25の特性の相対的な強弱に
基づいて分析を行います。また、回答する際に、直感的に答えず、考えすぎてしまった場合もレーダーチャート
が小さくなる傾向があります。レーダーチャートの大きさが極端に小さく、強弱の差がない場合には、再受診す
ることをお勧めします。

①�強みを活かすために、コミュニケーションを大切にする
　�Bさんは、「個性尊重」と「自我・自尊」が特に高いことから、一人ひとりの違いを認め、個性を大切にしよ
うとすると同時に、自分自身も他者とは違う存在であると考え、独自の考えや意見を持っていると思われます。
時には、その考えを他者に強く主張することもあるでしょう。しかし、「社会的評価」も高く、他者に認めて
もらうために献身的に尽くすという一面も併せ持っています。周囲に安易に迎合しない強い意志を持ちながら、
自分を押さえてでも周囲の期待に応えようとするために、自分の内面で葛藤が生じることもあるのではないの
でしょうか。Bさんは、「思慮・慎重」や「誠実」、「信念」も高いので、葛藤が生じた時には、深く悩んでしま
うかもしれません。このように、矛盾を生じる価値観を併せ持つことは珍しいことではありません。一見、矛
盾に感じられることも、実践の中で整合させる方法が見つかります。Bさんの場合は、「社交性」、「親密性」、「行
動・実行力」が低く、他者とのコミュニケーションにあまり関心がないようです。そのために、実践の機会を
減らしてしまっているかもしれません。個性や自我は、他者との関係の中で明らかになるものなので、周囲の
人とのコミュニケーションをさらに積極的にとっていくことが必要でしょう。

②内向性と外向性のバランスをとる
　�Bさんの場合は、外向性と比較して内向性が高く、自分の内面に向かってエネルギーを注ぐ傾向があります。
内向性が高い人は、人の気持ちを深く理解することができる特長がありますが、感情を自分の中に押さえ込む
ためにストレスとなってしまう場合があります。前述の通り、他者とのコミュニケーションを活性化して外向
性を高め、内向性とのバランスをとると良いでしょう。また、外向的特性の中では、「社会的評価」と「柔軟・
適応」が比較的高くなっています。これらの強みを意識的に活かすことで、外向性全体が高くなっていくはず
です。
　

個性尊重

強み スコア

バランス

自我・自尊

社会的評価

思慮・慎重

82.5

63.5

81.2

69.0

68.5

1

5

2

3

4

大切にしている価値

外向性

内向性

46.5

58.6

外向性/内向性
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8.	 自己分析
10、11ページの分析例を参考に、自分自身のアセスメントシートを分析し、自分の強みの活かし方や課題について考察して
みましょう。

「強み」の分析

SCALEのアセスメントシートを元に、自分の価値観と強みを整理してみましょう。
①�上位 5つの特性による自分の強みを箇条書きにして整理してみましょう。(7〜 9ページを参考に、キーワー
ドを抜き出したり、自分の経験の中で思い当たるエピソードなどをヒントにまとめてみましょう。)
②�強みが過度に働くと、弱点になってしまう場合があります。上位5つの特性が弱点になるケースを想定し、注
意点をまとめてみましょう。

上位の特性 強み 強みが過度に働いた場合の注意

1

2

3

4

5
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相反する特性の分析

SCALEの 25の特性の中には、相反する項目があります。これらを対比させることで、自分の特性をより鮮明
に知る事ができます。以下の分析を行い、自分の特性を把握しましょう。

これからの考動に活かす

SCALEのアセスメントとその分析から、自分自身の特長は明確になりましたか？その特長を活かして、これか
らの活動を楽しみ、更なる成長をしていくための考動の方針をまとめましょう。

それぞれの項目の差（①～④）を下記のスケールに当てはめ、該当する箇所に●印をつけてください。

SCALEのアセスメントシートを参照して以下の項目のスコアを記入し、それぞれの差を求めて下さい。
①行動・実行力 － 

思慮・慎重の差

思慮・慎重 行動・実行力

－ =

0 20-20 40-40 60-60 80-80 100-100

調和・共生・協調 競争

自我・自尊 社会的評価

感性・感覚 論理

行動・実行力のスコア 行動・実行力と思慮・慎重の差思慮・慎重のスコア

②競争 － 
調和・共生・協調の差 － =

競争のスコア 競争と調和・共生・協調の差調和・共生・協調のスコア

③社会的評価 － 
自我・自尊の差 － =

社会的評価のスコア 社会的評価と自我・自尊の差自我・自尊のスコア

④論理－
感性・感覚の差 － =

論理のスコア 論理と感性・感覚の差感性・感覚のスコア

①

②

③

④

①

②

③

④

0 20-20 40-40 60-60 80-80 100-100

0 20-20 40-40 60-60 80-80 100-100

0 20-20 40-40 60-60 80-80 100-100

自分の特徴

これからの考動の方針
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9.	 相互理解
自分と他者のアセスメントシートを比較して相手との違いを明らかにし、相手から学ぶこと、自分が相手に貢献できることを
考察してみましょう。

ペアになって、アセスメントシートを交換しよう。

アセスメントを見て、相手がどんな人なのかを想像してみよう。

自分を成長させていく為に、相手から何を得られると思いますか？
自分のアセスメントと比較しながら、相手から学べることや、関わり方をまとめてみましょう。

自分が相手に貢献できることは何だと思いますか？

	 ※ すべて記入できたら、このページを相手と交換し、お互いが記入した内容を読んでみましょう。

相手は、どんな活躍が期待できる人ですか？

相手は、将来どんな仕事をして、どんな人生を過ごすと予想しますか？

自分の氏名 相手の氏名
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